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The Development of Teaching M aterials for “Weather Change'' 
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直近の気象情報を用いて 『天気変化の規則性』 に関する教材の作成を試みた. その結果, 小学校の教科書にあるよう な
確な 『天気変化の規則性』 を示す気象情報を得ることはかなり難しいことが判明した. そのため直近の気象情報を教材
と して利用する際の留意すべき点について考察した. また, 筆者らが兵庫教育大学での授業 (初等理科教育法) で学生に
行わせている課題をあわせて紹介した. 
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はじめに
現行の小学校の学習指導要領 (文部科学省, 2008 : 平
成20年 3 月28 日改定) において, 気象分野に関係した単
元は , 第 3 学年 (「太陽と地面の様子」) と第4 学年
(「天気の様子」) . 第 5 学年 (「天気の変化」) に配置され
ている. この内, 現指導要領から加わった内容と して, 
第 5 学年に 『雲と天気の変化』 があり, 「雲の量や動き
は , 天気の変化と関係があること」 や 「天気の変化は, 
映像などの気象情報を用いて予想できること」 などが理
解すべき項目と して記されている. そして, 学習の手段
と して, テレビ, 新聞 , イ ンターネ ッ トの活用が挙げら
れており, これらを通じて 「天気の変化の規則性」 を学
ぶことが求められている. これを受けて, 多 く の小学校
第 5 学年の教科書 (平成28年度版) には次の3 点 ( 日本
付近の気象衛星画像, アメ ダス降水量 [全国] , 各地の
天気の状況が読み取れる風景写真) の組み合わせが, 24 
時間ごとに配置されており, 日本付近では 「天気はおお
よそ西から東へ変化していく という規則性があるこ と
(以下, 『天気変化の規則性』 と略記) が把握できる内容
になっている.
筆者らは, 兵庫教育大学において小 ・ 中学校の教員免
許の必修または選択必修科目である初等理科教育法や理
科教育法の一部を分担している. 気象分野の講義に割け
る時間は少ないが, 限られた時間の中で小 ・ 中学校教員
に必要な実験 ・ 観察等の技能を修得させ, 将来の教材研
究の基礎となる力を身に付けさせること を目標の1 つと
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察する. また, 現時点 (2016年度) で筆者らが大学で実
際に行っている実習内容もあわせて紹介する. 
『天気変化の規則性』 に関連する教材
小学校において 『天気変化の規則性』 は, 「雲と天気
の変化」 の後に続いて学ぶ内容である. また, 中学校に
おいては教科書により若干のバリエーショ ンはあるが, 
おおむね 「気象観測」 の後に置かれており, 内容もより
具体的に 「前線の通過と天気の変化」 となっている. し
かし, 小 ・ 中学校の単元内容に含まれる気温や風向 ・ 風
力などのマイ クロスケールの気象観測の結果と, 天気図
に示されるよう なメ ソ~ マクロスケールの天気変化を, 
児童 ・ 生徒が結びつけて理解することの難しさが指摘さ
れている (名越 ・ 木村, 1994) . 『天気変化の規則性』 だ
けであれば, 教科書に記載された図と写真で説明可能で
あるが, 過去のデータでは児童 ・ 生徒が授業で行うマイ
クロスケールの気象観測と結びつけることができない. 
また, そもそも学習者にと って全く 関わりの無い過去の
データよりは, 学習時に近く, 児童 ・ 生従が実際に記憶
している気象情報の方が教材と しての価値は高いであろ
う. 理想を言えば, 児童 ・ 生従が実際に気象観測を行っ
たのと同時期の気象衛日生画像などのメ ソ~ マクロスケー
ルの気象情報が求められる. 以上の観点から, 未来の小 ・ 
中学校教員である本学の学生が, 初等理科教育法の中で
リアルタイ ムな 『天気変化の規則性』 のための教材作成
が可能であるかを検討した.
なお, 本論で用いた個々の天気図など気象データは, 
全て気象庁の Web サイ ト (http://www.Jma.go.Jp/ ma/ 
index.htm1) から ダウンロードしたものである. 
平成29年 4 月25 日受理
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画像 ( 日本付近) , アメ ダス降水量 (全国) などの気象
データを収集し, 小学校第 5 学年の教科書に記載された
よう な教材がどの程度作成できるかを検討した. その結
果, 以下の様々な問題点が明らかとなった. 
・気圧配置の変化の速度 (第 1 図~ 第 4 図)
多くの小学校の教科書で採用されている24時間ごとの
の組み合わせで, 『天気変化の規則性」











なかった (第 2 図 , 第 3 図) . 3 あるいは6 時間ごとの
データ組み合せであれば, 変化が明瞭になるケースは多
いが (第 4 図) , その場合は夜間の情報を利用せざるを
得ない. 夜間では, ライ ブカメ ラ等で公開されている各
地の天気の状況が読み取れる風景を集めるこ とができな
い . また, 衛星画像も赤外画像を使わざる得ないため, 
画像上の雲の分布が, アメ ダスの降水域と合わないなど
の問題点が予想される (第 8 図を参照) . 
・梅雨の影響 (第 5 図)
本州付近が梅雨に入るかなり以前である4 月や
おいても, 沖系 付近から本州南岸にかけて前線と












にく い. ただし, 1 ~ 3 時間ごとの衛星画像では, 地理
的な雲の分布域は変化しないが, その領域の中で雲が西
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第 2 図 『天気変化の規則性』 が読み取りにく い例 (24時間ごと) . このケースでは, 衛星画像上の要の分布は明瞭な
西から東への移動を示すが, 移動速度が速すぎてアメ ダス降水量からは傾向が読み取れない. 
から東へ移動していることが十分に見て取ることができ
る (第6図) .

















らわれない動きをすることが, 既に小学校第 5 学年で取








長いため, 沖系 ・ 九州から北海道
東へ天気が変化することはまれで







にこの点は小 ・ 中学校の教科書でも明記されており, 例
えば, 啓林館発行の小学校第 5 学年の教科書では 「日本
付近では, 雲がおよそ西から東へ動いていく ので, 天気
も, およそ西から東へ変化していく こ とがわかる」 (啓
林館, 2015) , 同じく啓林館発行の中学校第2 学年の教
科書では 「日本付近の上空には, 1 年中, 西よりの風が
ふいている. この風を偏西風という. 日本付近の低気圧
や移動性高気圧が西から東へ移動するのは, この偏西風
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しい. このよう な点を踏まえれば, 現行の教科書のよう
に気象衛星画像やアメ ダスの降水量分布を用いて, 少な





が読み取れるケースはまれであった (第 1 図 ) . これは, 
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?述したよう な理想的な構成の教材 (児童 ・ 生徒が実際
に気象観測を行ったのと同時期で, 『天気変化の規則性』
が読み取れるメ ソ~ マクロスケールの気象情報セ ッ ト) 




前述したように24時ごとではなく, 3 時間あるいは6 
時間ごとのデータであれば, 明確な 『天気変化の規則性』










第 4 図 『天気変化の規則性』 を示す例 ( 6 時間ごと) . 衛星画像の雲分布とアメダスの降水量が明瞭な西から東への
移動を示す. なお, 午前 0時の実況天気図は公開されていないので, 午前 3 時のもので代用している. 
リアルな気象情報には 『天気変化の規則性』 だけでな
く, 梅雨や寒気などの影響も含まれている. 一つの教材
( この場合は気象情報の組み合わせ) から, 複数の原因
を読み取らせることが難しい場合には, 『天気変化の規
則性』 だけは教科書の教材に頼るべきかもしれない. し
かし, 中学校においては, 学習内容が 『天気変化の規則




の価値は高いと言える. また, 短時間 ( 1 ~ 2時間) ご
との衛星画像であれば, たとえ停滞前線上でも雲は西か
ら東へ移動していることは明瞭に読み取れる (第 6 図) . 
このよう に工夫すれば中学校での学習においてもリ アル
な気象情報は活用可能である.
・ 教貝養成系大学 ・ 学部
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が履修する必修科日であり, 理科
多く含まれている. そういう意味
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( 12時間ごと) . 台湾から日本の南海上に前線に伴う要が発生
なお, 
ても, 




















できるこ と, 受講生が自分自身で行う必要があるこ と
(要するに 「コピべ」 できないこと) , 様々な意味での費
第 6 図 短時間ごとの衛星画像で要の移動











したレポート を課している. 課題は A 4 で 4 枚の印刷物
(手順の説明, 24時間ごと3 セットの天気図と衛星画像















である. 気象庁のサイ トでは, 地上天気図などは長く
ても数日で新しいものに更新されていく ため, 個々の
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寒気の影響がある例 ( 6時間ごと) . 前半は, 日本の南岸を東に移動する低気圧と前線に伴って要と降水域は




第 8 図 同一 日時の衛星画像とアメダス降水量. 雲の
分布域を比較すると, 赤外画像より可視画像の方が
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: 気象分野
☆実習の手順
まず, この資料Aを参考にしながら, 資料B と資料Cにある3 組の天気
図と衛星画像に対して, 次の 1 ~ 5 の作業を繰り返し, 白地図①~ ③
上に作図する. 
1 . 天気図から高気圧と低気圧および前線を書き写す.
2 . 商星画像から大まかな雲の分布域を読み取り, 色鉛筆で縁取る.
※色鉛筆は水色や黄色などの薄い色を用いること
3 . 描き写した雲の分布域全体を色鉛筆で薄く彩色する.
4 . 雲の分布域の中で特に白い部分をやや濃< 色を塗る.
5 . 地図の右下の空相に日付を記入する. 
6 . 資料C 「地名の記入例」 に従って, 白地図④上に以下の地名を正し
い場所に記入する.
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資料C 
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L )記入, 列 J・ _ 
、、 _ :_ 
一 、、 ・、、、 
;1・ 
、、、 大阪 、、、 
、 l 
名 
1 . 、 l 
つづき
